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序   

前橋の北は赤城山，榛名Illを綾背として，閏軒l三野の北西部に位置し利根Jllが北から向東に  

かけて貫流しておl），四季おりおりlIlの姿が変化し風光明媚な地です。   

前橋市城には，700余基もの古墳がありそれに関連する追跡が多くあります。この他がi㌧代  

東凶文化の中心として繁栄したことを物語っている。   

こうしたすぐれた古墳文化を基盤として律令体制の小にあっては，元総社の地が国府の所在  

地となりIlぼ廃寺，国分寺等が建立され上毛野国の【tl心地となり仏教文化の難が咲きほこった。   

このたび，古市町に共同建設計画があり宅地閃発弾前協議以前に埋蔵文化l附こついては処置  

をしてスムースに建設をしたい。ついては，東面調査，発掘調査をしたいとの印し入れが前橋  

巾教育委員会にあり協議，調薬を実施いたしました。調査の結果，性層跡，土拡，溝等が発見  

され古代の住借地であったことが判明しました。   

今後，回航 恥1」迫，駅家，古市等を解明するための資料の一助になるものと確信いたしま  

す。   

物心両面での援助をいただきました㈱町田酒造，（輔佐田建設に惇くお礼を小し＿l二げます。ま  

た，11I武考古学研究所の所長，所員をはじめ御指導，御協力くださった関係者，作業員のみな  

さんに厚くお礼を印し上げます。   

本報告書が斯学の発展のため少しでも寄与できれば幸いに存じます。  

昭利60年2月1日  

前橋●lI潤臓戊化財発掘調査団  

川 長  奈 良 三 郎   



例 言   

1． 本鶉はi抑阻車古市明1Tllに所在する郵政名職‖宿命建設に伴い叫l乱調査された前橋招  

赤．島遺跡の裡㍗控である。  

2． 発掘調査は町‖酒造株式会社の依頼により前橋再教育委Il会指導のもと111武一垢IJ学研究  

所が行なった。  

3． 現地調査は山武考1！f学研究所瀾奔研究片抑噺甘・が担当した。  

′l． 遺跡の所在地及び調査期附＝よ‾卜記の通りである。  

所在地  群蟻県前橋市ハ頼朝ト1‾口′13  

調儀朝川りIけ川ほ9年5月21lI～6ノ】2日  

5． 図面・避物整理は折原祥一が日当し，片l尚美矢‖イ・平l‥史子の協力を待た。  

6． 本書の執彿は掛Il紀雄が第1J：モを，折原祥一が2←‘l章を行なった。  

7． 本番の編廉は川原洋一が行ない．平l称和夫が総抽した。  

8． 発掘から本習刊行に至るまで，‾卜記の諸機関，緒代の御指導，御助膏を賜った。記して  

感謝の意を来す次第であります。   

群馬県教育委ま三l会文化財保護課．i1年椅市教育委まi会，佐川建設（㈹，町日柄造（㈹  

凡 例   

l． 本道跡の略称は前橋市教肯委‖会の隠掘削査か峨によれば 八4である。  

2． 遺構・冶物の突測図の縮尺は●卜記の過りである。  

位置図 1／2500．全体図1／200，†日計址・二L肱・溝1／60．畝状追捕1／80  

遺物 り3  

3， スクリーントーンは炭化物桐に川いた。   
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第1章 調査に至る経過  

1削㈲砧ルl川トイ‖剛一地内に共同作宅（郵政省職＝捕食）を建設計画があ  

りそれに作い朝附こ規蔵文化財の包蔵地であるかどうか衣両副査伏柳が二1二郷  

地二Ⅰ二予i日食某から掛1ほれる。もし，遺跡であるなら叫前党鋸調査を冥施す  

る抒＝朗で二l二梯を組みたいとのこと。   

衣両調査・地形・地質調査を実施する。その結果・地形・地質・土師器破  

片等の散布状況から遺跡地の可能性あり，地屑の碓認・追跡の分布状況等を  

確認するための試裾調査の必紫ありと【衰l答する。   

衣irl甜拍闇侶甘紺告をもとに今後の調査力拭，調査計画韓について建築施二I二  

子定企業・二L他所イi▲’音・前橋市教育委H会と協乱 調附す－るその結架．試掘  

調査を早急にリミ施する。費用については原l月者n担・肘茂・作業＝の手配は  

施二lニサ；ヒ企業で準備することになる。   

試用調査依頼1尾州される。   

武州調査を基地する 

胡査によりホ明峰代i軋期と想定される二仁砿・圧屈跡等発見される。   

調査結果を施十r定企業へ回答すると伴にホ建築指埠誹へ通知を発送する。  

宅地閻発叫前l払講及び址築に先だって埋蔵文化1け剰屈調査を失地する。遺構  

の状況により現状保存をすることを主な内容とする。   

なお，即哉文化財の発掘調査を実施にあたっては，前掛け教育委‖会と協  

議・調酪をすること。   

発相調査主体者，発掘調査時期，費用n担等について協溝する。   

発掘調査休耕が前橋1け教育委員会に提Ⅲされる。   

調査士体を前橋1け埋成文化肝発掘調剤iIlで受託し，59咋5几刷斜こ発掘調  

査を基地することになる。  

（福m）  

59．1．6  

59．1．13  

59．1．14  

59．l．17  
t  

18   

59．1．23  

59．2   

59．3．1   

59．3．  
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第2章 位置と環境  

第1節 自然増墳   

赤烏遺跡は新前橋別席東500111，利伸川l西岸の前橋台地＿1二に所在する。前橋白地は浅問11I起  

源の前橋泥流推構とそれを覆う水成ロームや泥炭層より成り立っている。この子㌻地上には捲れIl  

北を源とする滝川．染谷川．井野川などのLlりト抑Ilが流れ込んでいる．。これらのii巾11のl勺，滝，  

川，染谷川は榛名1Ilから師事りJ仙こ沈路をり，元結社町付近より雨方へと流路を変る。この付  

近より南に向って後曹湿地が人きくIヱこがl），由北に走る自然堤防が所々に見られる。   

本追跡は滝川と染谷川に挑まれた自然堤防の州側の緑辺部に位粧し，調査l捕までの地目は桑  

畑である。また，西方には綾子捕り也が人きく広がっておi），東にはi馴1が近接し，さらに東へ  

行くと利根川となっている。  

1∴赤．以艶跡  2．玉山11i坪i 3．閑泉樋遺跡  4．元総社明神遺跡  5．上野国分Jむ粁跡  

6．国分寺中I那也城追跡 7．上野国分寺僧寺跡 8‥捌三】遺跡  9．車幅遺跡 10．正観キ遺跡  

1l．H高邁跡   12．小八木遺跡 13．新保遺跡 14．絹田境遇跡 15．前節M遺跡  

16．下新田逝跡  

第1図 赤鬼遺跡とその周辺  
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第2節 考古学的現場   

従来より本追跡の北ノバこ多くの追跡が知られていたが，雨方は近年になって追跡が党兄され  

るようになってきた。そのため．本道跡通隣には未発見の遺跡が放多く眠っているものと思わ  

れ，追跡の分布に空自部を成している。周辺の遺跡を時代別に帆糾してみると次のようになる。  

Illれ器時代には現状のところ確認されていない。   

桃文l曙代には本遺跡の北方から如ノブにかけて〟在するl≠煉なか地上に分布しており，南方に  

は認められていない。近隣の遺跡としては，申ほ遺跡において純文‥封一日一州の二L砿が倹＝され  

ている。   

弥批時代には川辺に多くの追跡が分布しているが，本追跡を小心として北側と滑川とでは分  

布上に人きな差が比られる。北側は後骨緑地が比較的狭まく．1甘糠な地形が多いため．弥生時  

代の遺跡が散見するにすぎない。J・j■して，出川ははい後骨湿地とl：t然堤l；肌こより構成される地  

形で，多くの遺跡が知られており，特にル野川および染料I一流城において濃粥な分布が姐られ  

る。代表的な遺跡としてl二】高遺跡，jl三組守j出帆 小八木遺跡が存〟する。l．I高追跡は集洛他  

州杉〃fJ満墓，水仙Il二が倹‖され，11二組寺遺跡では集落ルが，小八木遺跡では水‖址がそれぞれ  

検川されている。   

ハI榊封（前州では．1：紺Jj出跡，元総社明神追跡．中は逝帆【重けト川岬‖也城追跡などの′ト規膜  

な架落址が放多く見られ．染谷川紬聞こ分布している。1t哩掴利伸，後期＝こなると，正糾寺遇  

帆 元総祉l州削捌軋 閑隠隠遺跡，下新‖追跡が知られている。これらの集紡址は小規模な集  

捌Il：が大部分を－1iめ，附こ染そりIt．滝川流域にその仰向が強い。1いfiは本地城において極めて  

貧弱な分布しかなく，北ノバこあるニ＝1I古墳をはじめとする総社ハ墳群，来方の軌余地l真の古墳  

群，西方の†姑渡川の1リ椚削こ囲まれた分布上の空自部をなしている。   

奈良時代になると本道跡北方の元結什町を小心として上野回収 上野国分椚寺跡，佗守跡等  

の上野何の申柩施設が現われ，その周辺には人規楔な躯落の川現をみる。これらの集沸は平安  

l時代まで存続している。また，架落跡の他に閥剛1川蝉れ粁卜より水‖址が本道跡の納ノブに広  

く検川されて，l二】高，前細Ⅷ，締Ilり軋 新保の打遺跡にイ√在する。  

第3節 調査の方法   

本調査に先立って試州調査により追捕碓詫銅ほで排二卜を終了していた。そのため．本調査は  

遺構輔認よI川り始した。グリットポイントは試掘調査叫のポイントをそのまま利用した。グリ  

ッドは8mX8111を基本とし，東西ラインを東よりアルファベットに．南北を井川数字とし，呼  

称方法はグリソトの北西ポイントを基準とした。   

追捕内川土の場合，できうる限りlさ＝二（こドットすることをつとめた。確認頒での遺物は一桁  

して取り上げた。遺構の突側は全てl／20の縮尺によ車夫測を行った。  

第4節 調査日証   

本調査はII胴lI59年5ノ121より6〃2日まで行なわれた。  

5ノ】211I発州調査開始も適職朝闇を行なう。  

－ 3 －   



5ノほ2II追捕確認徽イ。卜り・溝．1り・帆 2一り・－仁砿．甘在聞始。  

5ノはilI 3－り・上砿畝状遺構調布を子J：なう。  

5ノほ‘＝l－1・り・土砿の調査を子fなう。3・り・土砿セクシ；Jンリミ測。  

5ノ125l1l・2うj・二卜拡セクシ：ーンおよび卜り・溝りj：i●〔損第三。  

5ノ】261I5・り・二l二拡調査を行なう。  

5ノ1281I2－り・溝検川。1号†lミ．卜り・溝セクシ；，ン．：トり・土肱セクション写矧榔払  

5ノ」291I段状遺構傾川，調証を行なう。  

5ノ】301Il・桝軋 畝状遅川与張i帆 3－り・土肱写明≠閲沌行なう。．  

5ノ13＝l打追捕の平面瑛測。  

6ノ】llI追跡全影写i●（鵬影。  

コ【コLコ  

ロ’こ二」に  

第2図 赫烏追跡位世図  
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6ノ】2Il域頗整列lを行ない本lIをもって調すよを終了。  

窮5節 標準土居   

本道跡‘こおける遺構確認面までのほ畔土桐は1－＼／抑こ分けられる。各層の特徴は‾卜記にホ  

めす通りである。  

第IJパ  火二l二。暗掲色をさi与す。拙作，締  

りといこ不良。  

第11屑  町て陽也土。酸化鉄を多く，ドI｝  

を少し含む。辛伸一1締りともに  

ある。  

第Il】研  一l汚i甘色二1二。FI－を少一言il二合む。拙  

化 締りともにやや1l。  

第1＼り中子  丑ミ也二1二。多義のC軒イ了を含む。桝  

什やや良好，締り担iめて良好。  

第IV小7  ≠lも灰色土。少量の白色粧  

（0．1mm）を含む。拙作，締りと  

もに11好。  
第：i図 ほ準土屑図  

第′l凶 全体図  

ー 5 －   



第3章 遺構・遺物  

窮1節 住居址  

1号伴侶朝：（第51礼l朴版1－l，2－1）   

本調査での住居址は卜り・t扶封II二のみである。本†以止址は調剤須1丁火部のl）－2に†紺【し，  

†膵‡址西部烏よび耐部は木調諷引こ娃びている。碓認而は描却寸劇閲V屑である。また．本作  

居址と畝状追捕烏亜洩l牲係をもつが，その新IIIは不明である。判ni形は．訊査範囲よぃ推定す  

る限l）調杉もしくは良ソナ形をji！すると考えられる。規膜は不明である。三iミ軸ノJ向は，腑粍を兆  

叩＝こすると，N－350wとなる。．昧両は平坦で，やゃ軟弱である。炉・杵穴等のl勺部施設は，  

倹川できず．不明である。既はほぼ直立し，高さは最大8ぐ川とかなり帆い。遺桝よ覆二l二II】に集  

中してⅢ二l二している。なお，5は本†粕川二の嘩際より川＿Lした。  

表1 ＝紬住居址Jll二l二迫物（第5図，図職8－り  勅位相  

（D色調②焼成  
爵汚  器 形  ざよ掃  諾i形の特徴  外面の成・整形  内面の成・製抒≠   ③残存④胎土   

器 デi  脚部には3方向に小孔  受部は釘位の削り。脚部  受郎は撫で。脚部は州  ①内外面赤帽  

l                土師錯    が／川三する。受部と脚  柑な撫で。   （診やや良好③  

部との接合部をⅠ一過し  接合部のみ㊥  

た小札が存在。   ′ト礫多   

諾iか  脚部には3方向に小一L  器面が荒木ているために  ㍑而が荒木ているため  ①内外而赤持  

2               土師㍍  が〟れ：する。安部と脚  に不明である。   ②やや良好③  

部との接合掛ま肥l●／・，－  接合部のみ信）  

る。   ′ト礫多   

器 f㌻  ‖8．2  安部はゆるやかにl勺i朽  受郎撫で。脚相継l鋸無で  風脚i雪き。脚裾部捕撫  （》明赤段壇）良  

3                」：師監i  島9．9  で。   好（卦1／3喧）抄  

岐12．2   拉含む。   

部は「人」字状に開き．  

中†如こ3ケ析小孔が／′  

在する。  

高1手？  ＝柁鰍よ粁I二州酌i昧（  器繭が荒力ているため不  ①鴫赤棺喧）や  

4   土師闇  明。   や不良③l二鵬  

郎片項）礫多し   

t：桶だi  を′り▲川部。   5  藁 二    小ほの新郎。強い射り   左上からイi下への噴き。  釘付の指頭による揉で  ①外面瞳村・ 内面難棋②良 好③胴上部l／ 2  

④砂粒多   

－ 6 －   
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筋2節 土鳩  

1－ぢ・二t二拡（節61茎11．図版2－2．3－1）   

本土砿は調査は粥郁のC－21引こ†立躍し．プランは．武州調査Ilいこ碓認されている。確認而  

は，標咋土屑第＼J屑である。また，本二L砿の北里，両嘩の一部はトレンナによl川り平されてい  

るし、本土拡の糊土を切って畝状追捕が存在する。斗川lりf‡は南北1．7′1日X東西1．3mの隅九ノノ形  

をさiちしている（，J如rliは平坦である。嘲よ確認而までl′l川の高さをもら，ほほ珊二正する。遇物は  

砥而に漉崩した整形土㍍がH二卜している。石Il川l州と考えられる。   

2－1j・土砿（弟6図2，図版3－2）   

本土肱は調査屠斗火部のl）－2区に位置する。碓認両は標準二＝甘弟V購である‥J朝一1川；は  

南北1．′1IllX東西1．2I11のll川多をHする。底面はナベJ姐人をJl！し．北部（こJういて段をもつ。ぬr】i  

■lI火附こは炭粉桐がみられる。この炭粉桐は摘北27川×東西37印lの●ノ川Zの範囲に分布し，lゾさ  

l－2mmである。脚よ確認irはで56川で，急な傾斜をもって立ち上がる。遺物は村l川lぺ土師  

端刷り1一が′lノ∴く川二卜している。   

3サニL砿（節Gは】3．図版′l－2・：i）   

拉：匿する。碓認潮は標準二卜屑弟＼／桝である。平irl川之は  本二L砿は調刑虞小火部のt）－2暮夏に  

中央部が構状となI），北端と，出端が不整＝形状主≠がっている。規腰は良さ4．25日．不整‖  

形部分の猿人晰l．7Ill，溝部分の咋甜）．5111である。底i“はほぼ平坦である。壁の高さは確認まで  

70川である。壁は溝状部が直立し，イく慨Iリ形部はゆるゃかな傾斜をもっている。また，本土拡  

の摘土堆積状況より事欠致の二1二拡が重視して形成された叶能件も考えられる。遺物は全く‖二上し  

ていない。また．本二L砿の敵上は1－り・二＝砿覆二日に良く煩似しており，ほほ同時期に構築され土  

と考えられる。   

小号土砿（第61ズI4，図版膏－．1）   

本二l二拡は調査は梁郁のl）－1に†、捕り‾る。碓詔凧はほ準ニヒ屑第＼／屑である。竹rl川れ封紆北  

1．ノ13I11×東西0．92日不整川形をさIける舶niおよび嘲こは沌いピットが：iヶ所存在する。断面形  

は川状を呈し，深さ8ぐIn程度であるり遣物は覆二l二上irliより高杯と先の2山がHニー二しており，と  

もに破片であるり 本ニヒ拡の時期は遺物より鬼高期と一ぢ・えられるリ  

5号二1二拡（節61茎I5．図版5－2）   

本二卜拡は調査区東部のC－2I引こ位椚する。碓忍耐はほ単二卜屑第＼／屑である。判l州…は北部  

から柄部にかけて来講闇汁引二延びるため不明である。倹‖部分から推定するならば，杓lり形が  

・考えられる。底i仙よ平jiは思われる。艶は強い傾斜をもって立ち上がり，確認面までのil●毒さが  

32ぐInである。遺物は全く州土していない。本二l二拡のIl川lはl一別lミおよび2号土拡の覆二卜に良く  

類似することより，同時期の才川川l川の所産と一考えられる。  

－ 8 －   
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 l甘王城  2り・l」坑  

筋目・子 り用土l＝i＝l－5m）多．帖†lやや悪く．  

し止り良いり  

筋2屑J王色砂．1日ii‡l二たみ，しまり砧朽葉巨  

裾l屑 さ付火也l描多いt第川ヰより少か－）砧仲良．  

しまり悪い。  

ユ  

恥川 独仏IHi≠卜4Ⅳl多 脚・ややかlしまりJト射た叔構沌t・  

妨2机．屁苅田色」姐色紙l：塊≠2－4町節也砧l勅11（，・5n仰・矧仲多・  

砧性良．しまり良  

策こ川手 黒色1眈じ 糾離 しまり良  

3り・t二枚  

ガ＝明 け用地l＝i≠卜21－乱 しまり良0  

ノ 第2k‥長也椚ヒ鮒む・C鮒少い・肌しまl瓜  

第：棚 状抑也 倍化玖少∴仙軋 しまり良  

策．川 伏鈍色 桝よ多し．しまり良．柏什悪し0  
姉5屑 郎川氾 桝と多し，，正也‥I二塊り卜4m〉i汁合む・脚・良・しまり悪いい  

狛6明l即他 略牲‖：塊と伏鍾也．1二槻の一招軋】拙作1l，しまりIl…  
机川ヰ 庚抑也 範：用に机するが，涙也昧が倣いい柏作．しまり良0  

姉絢子 伏 也 伏抑也－h拉多．肘l．しまり良か  
暗閏色†川り しより良。  

5り・．l：砿  

1．隠匿1州描＝M＝  

2．ほ咋ニー：屑打川中‡。  

3．ほ畔上屑汀川l牲：  

・l．酸化鉄ソlト′ク。  

5．膵準じりさ恥Ⅳち・f。  

6．ヱ1池．t：；lよ†ほ11勅て多く、砂を   

多く釦hl甘＝Ⅶ、搾り良祈。  

7．”．！也．巨ウl豪〃を少紬加hl廿‡ヤ   

ヤ良祈、締りややイこjlニ  

8．M色．上．．樟〃せ少！l；、、抄を多！－！、に  

〇○－J ニー亡■   

！F  合レり†廿l．良好、1釣りやゃ′1く良。  

亡≠4………‥  
てく  

4牲l：砿  

l，昭栂色土。悍ポ差1こ合む。捌犠，締りともにやや良【．  
」 十・【・一皐  j  

l．＝103．8∩、   

第61封1－5サニL肱  

－ 9 －  



O  
＿＿＿．＿＿＿ 10抑  

雛7図1、十万二1二砿＝二巨逝物  

表2 1号土肱川二l二迫物（第7図，図版8－2）  

（》色調壇）焼成  
番号  む 形  法昆  器形の特徴  外面の成・整形  内耐の 成・怯形   ③班存④胎二】：   

壌  底部は，＿I：底である。  推郡は．同心円状t削り  胴部の接合痕より下位  ①内外而灰自  

土師器  胴部は梁川凝l味の底部  胴部は．ホl二り犬二l二まいこよ  を縦位の撫で後，胴部  ②英好③胴部  

7．2  より九味をもって立ち  る縦位の撫でを軽く施す  を持合する。さらに接  下半¢礫多し  

」こがる。   胴部に接合痕を有ナ。  合邦を斜位の刑維な撫  

でを施す。   

衷3 ‘l号」二城山二l：迫物（第7図，l乳版8－2）  

希・アナ  器 形  テノミ蒐  器形の挿散  外面の成・整Jβ  内面の戚・整形  任）色調（夢焼成 残存⑥胎土   
◎   

壊  19．2  外皮する【二l柑部。   l二ー柁部臓撫で後，ホl二月火  胴部撫で衡 口柑刑責  ①内外面明柏  

2                」：師器  二に共による縦伎の撫で。  撫で。   閃②良好③lコ  

相継1／4¢礫  

少Jlt   

高膵  16．8  挿俸郡‾F位に弱い凌を  l二Iほ揮構撫で傾J斜胴の  構撫で蕃乳「VJ字状  ①内外面赤硯  

3               ニー：帥帯  イrナ。l二瞞ほI；は外反気  に根伎の暗文。   ◎良好（訃杯鮮  

峠に立ら」：がり，上位  上里酢㊨抄瓶  

でl軸肇気味となる。   多し   

第3飾 溝  

1号純（節8I乳 棲＝阪6－1）   

本溝は調査l夏部のC－1区に位置する。掘り込み面は瞳呼止屑第IV層である。帖60飾，深さ  

－10 －   



1  1  ti；・i鷺   

1、け・†．＝膏箱l甘  

2、控叶l一切第Il軋  

3、け・†．卜屑恥mⅥ．  

t．1人也砂竃ヰ．州II．  

5、I火也抄屑、細l圭， 

6、l王也シルトⅥ 

7、持鞍上り‡れⅣl乱．  

8．ほ甘l：屑第＼′居‥  

ぐ  、  ＿  

l】  lI  

;u 
投lにJnl1 2り情  

l．1トム届 壊し  

2．叩色L。けり悪く．I川．やや八⊂川・lこ押卜  

3．灰也抄lヰ。＝削二代を夢l封に合I′。  

t．粥掲也1二。抄用・ぐ肘川上tf。  

5．1人也ト。1111こ椴化ilそ含む．，仙作．括りとい：良好0  

6．1人陣地I二。hl化玖そ多く含む。肘lヤヤ胴－．1番り良Ifシ  

7．†モすt二頒的t眺イ  
8．1人也上。けを多く育ん．柄†いlによりかたくl‡ろ。  

9．1人位仏さ∈抄を多く合し。枯n几Il。酸化玖を少し合b。  

10．1人也柏t：けを多く合し。I人情几り。  

Il．I大仏仏l二…抄．1＝iをr＝・食む。納nl吊f。  

12．依田色IJ止。机也＝主．砂を多く合レ。肘り州  

2nl  
一．－．▼＿ ＿ －    ニー  

l．＝103．＆t  

、，W  鋸咽l、2号溝、段状遺構  

30ぐInである。確認‖裾エで．上部は削叩され，大部分は浅くなっている。J舶附こ‘よ浅いビットが  

並ぶ。Il川りlよ脚隼」二屑第1V屑を切っていることから古墳時代劇儲である。   

2サ溝（第8一礼 匝‖板6－2）   

本溝は制査は中部のa－11釘に位旧する。帽40（叫 探さ30川のIJ字形を＿！i！する。Il射朋は掩  

上がl号化ノ榊Il：に鮒似することより付目川州と考えられる。  

窮4節 段状過榊（約8図，図版7－1）   

本道構（需粧帆風西摘に位配する。確認面は標準土屑姉V屑である。本道構u否側働辺を恵l到  

的に構築した扶両である。この洗面は高さ85cmの急な傾斜をもち，中位に平J．11irliがある。この  

平坦面は幅20川f－1リ夏で，構築叫の二l二甚痕のように思われる。本道偶の西側＝まl軋地となってJぅり．  

－1l－   



この低地は平川なir】ほ形成し．水l仙l：の可能什が考えられる。遺物は仝く＝土していない。本  

道偶の時期は木明である。  

第91ズ】畝状j削持  

妨5節 畝状遺構（第9図，図版7－2）   

本道構は調査l式の東フド部に†／イiける。相㍉勧Jliは牲郷土桐姉V屑である。また，卜引航 卜り・  

二ll拡，1サ圧居址と誼捜している。本道跡はl・り・二卜拡を切り，1－り・溝により切られる。1－り・化  

J訂址との関係は不明である。形掛t川．伽－60川，探さ5－10cmで酢化ソ川‖こ延びる。峡拍‖よlり1  

1リIが離しい。時期は櫻二卜よぃ考えてj！川11甘代とこぢ・えられる。  

ー12 －   



第7節 調査区内出土遺物   

尤（第101さl）   

本道跡は確認調紬1封こ遺構外より州二I二した√，  

当時川の川土遺物lよこの瓦のみである。力二Iよ  

衣面にl】の柵い布I】カiみられ，裏Irliは無文で  

ある。色調は赤崗色を＃し，酸化恍戌である。  

胎二卜には大粒の轢を含む。  

第4章 まとめ  

上  

策1（）l父l瓦  

本道跡ではハ墳＝封じ前期のl＝止址1札 二＝広車基．溝1粂．回‖封骨中期⊥拡1兆．11潮時代  

の畝状遺構，ハ州Il封骨以後の溝l条，tl川】不明の段状情1状を検出した。これらの成架lこつい  

てまとめてみたい。  

0 本遺跡では最初に人の足跡が．認められるのが柑Ⅰ川l式州である。当岬糊においては集落跡  

が形成されており，本地城の小で放少い当lけ期の遺跡である。また．当l時期の遺構は畝状遺構  

よi）も1！「く，集落が煽棄された後，畑をなったと考えられる。さらに，畝状遺構の覆二1二は†帥㌻  

址の攫二卜に類似し．†膵川二とほはl坤時期と▲ぢ・えられた。その山からイ川川l州の輿落は比凝的短i  

期川の存続とさ考えられる。．次に輿落の規†狼lよ．甘＃区の追㈹極刑状況や川辺のl甘別の架落が小規  

模なことから本架潜もあまり人きな規偵とl封l†i定できない。  

0 イ川川例の土肱は覆土により2つに分けられる。ひとつは椚田色土を主≠とし．自然埋没  

をホめす2・5寸土肱と伏弗陽色土を覆土とする1・3寸土拡である。後者の薇土は周辺には  

兄られず．その成囚は不l牲である。  

0 ■●tJJ榊封1日り別の遺物は十け土拡より＝二卜した高林烏よび塞がある。これらの上伸器烏高1イこ  

を比るかぎり，鮎l一㍍式の初期の碓軸をもってJiり，あるいは後期初班かもしれない。  

○ 撲扶遺瀾は水Il＝止形成時に用をカットしたためにできたと思われ，これより軒机上 斗判  

な供緑地となっている。このin＝こは＃灰色の砂屑が姉川している【）この晋灰色の砂桐は－l二剤＝こ  

浅l帥l＝i輯石純屑一上部にある紫灰色の灰屑が認められず，浅間l‥Ii椎れの二次推梢あるいは別  

の要囚がもとめられる。なお，lI川りはイ叩一である。  

0 これまで，本追跡周辺では遺跡胡璃刷増理1地帯せ成していたが，本追跡の調由こより遺跡  

のイ川ミが確認され，今後遺跡の党側がなされること希望される。  

011溝馴㈲代川、絶と考えられる卜ぢ・溝は砂屑を捜土としており，この砂朋Iま下部が細粒で上部  

になるにつれて剛粒となっている。このように水の流れた痕跡が嘲的かで，溝の嘩附こは小ピ  

ットが連続して認められて才ぅり，あたか抽tが打たれた航跡のようであった。以上より，本溝  

は川水路として利川されていたと考えられ．ハ墳時代以彪イ遺跡周辺は水I11として利川されて  

いた可能什が想定できる。  

ー13 －   



妓後に，本発嚇調査では，群蟻県教奔凌＝会．町‖肺迎㈹．佐‖建設㈹の諸氏．．制矧糾こ御  

指専・御助言を腸叫．或いはご便1●〔をげほ．作業にあたっては同日カツイ・．小町．1tり辻帆l砧睦  

ハル．新純一・英，須睦マツ，l．1：芥文彦，水野キクエの参加・協力を得られ，記して感測の恵を  

衣します 
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写真図版   



図版1  

1．追跡全影  

2．1号†－i三居鋸：完掘状況   



図版2  

1号住居址遺物出土状況  

2．1号土拡完掘状況   



図版3  

1．1号土砿上層推棋状況  

2．2・片土拡充渦状況   



図版4  

1．3号土拡完楯状況  

2．3号」二拡推横状況   



図版5  

1．4号土拡充掘状況  

2．5号土肱完掘状況   



図版6  

l．1芳溝完掴状況  

2．2け溝充据状胡   



図版7  

1．段状迫構完掘状況  

2．畝状遺構完瀾状況   



図版8  

1．1与川三田山二1二道物  

′1（二lニー2）  

～l（二lニー：i）   

2．土J机lトf二迫物  
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